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特
集

身寄りのない方を地域で支えるために

　

こ
れ
ま
で
の
社
会
で
は
様
々
な
場
面
に

お
い
て
「
家
族
に
よ
る
支
援
」
が
当
然
の

こ
と
と
し
て
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
家
族
関
係
の
変
化
な
ど
を
背
景
に

身
寄
り
の
な
い
方
や
親
族
が
い
て
も
頼
れ

な
い
方
の
身
元
保
証
や
死
後
事
務
に
関
す

る
課
題
は
、
既
存
の
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
だ

け
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
「
狭
間
の
課
題
」

と
な
っ
て
お
り
、
支
援
関
係
者
へ
の
相
談

は
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

施
設
入
所
・
入
院
の
際
に
は
、「
緊
急
連

絡
先
に
関
す
る
こ
と
」「
支
払
い
に
関
す
る

こ
と
」「
葬
儀
に
関
す
る
こ
と
」
な
ど
の
関

係
で
保
証
人
を
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
身
寄

り
の
な
い
方
や
親
族
が
い
て
も
頼
れ
な
い

方
は
、
保
証
人
を
立
て
ら
れ
ず
、
ス
ム
ー

ズ
な
契
約
が
で
き
な
い
場
合
が
生
じ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
て
、
本
会
で

は
、
施
設
入
所
・
入
院
の
保
証
機
能
に
焦

点
を
あ
て
た
検
討
会
や
、
支
援
関
係
機
関

等
へ
の
実
態
把
握
調
査
、
終
活
支
援
事
例

集
の
作
成
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
令
和
３
年
度
か
ら
、
本
会
の

地
域
福
祉
活
動
支
援
事
業
・
協
働
モ
デ
ル

事
業
に
よ
り
、
南
足
柄
市
社
協
と
協
働
で

「
ア
ン
カ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
ア
ン
カ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業

を
通
し
て
見
え
て
き
た
課
題
や
、
昨
年
度

の
本
会
の
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
報
告
い

た
し
ま
す
。

南
足
柄
市
社
協
の

ア
ン
カ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
つ
い
て

　

こ
の
事
業
は
南
足
柄
市
社
協
が
、
一
人

暮
ら
し
で
身
寄
り
が
な
い
方
な
ど
を
対
象

に
、
施
設
入
所
・
入
院
を
す
る
際
に
必
要

な
支
援
や
死
後
事
務
を
行
う
も
の
で
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
内
容
は
、
定
期
的
な
訪
問
と

電
話
に
よ
る
見
守
り
を
行
う
「
基
本
み
ま

も
り
サ
ー
ビ
ス
」、
入
院
中
な
ど
に
金
銭
管

理
を
行
う
「
入
院
入
所
時
支
援
サ
ー
ビ

ス
」、
保
証
人
に
準
ず
る
事
務
手
続
き
を
行

う
「
保
証
サ
ー
ビ
ス
」、
死
亡
時
の
葬
儀
・

埋
葬
に
関
す
る
手
続
き
を
行
う
「
死
後
事

務
手
続
き
サ
ー
ビ
ス
」
が
あ
り
ま
す
。「
基

本
み
ま
も
り
サ
ー
ビ
ス
」
以
外
は
、
希
望

に
応
じ
て
契
約
が
で
き
る
オ
プ
シ
ョ
ン

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

ま
た
、「
保
証
サ
ー
ビ
ス
」
並
び
に
「
死

後
事
務
手
続
き
サ
ー
ビ
ス
」
を
契
約
す
る

場
合
は
、
契
約
時
に
預
託
金
が
必
要
と
な

り
、
預
託
金
の
範
囲
内
で
、
施
設
入
所
・

入
院
費
用
や
、
葬
儀
・
埋
葬
費
用
の
支
払

い
を
行
い
ま
す
。

事
業
開
始
後
に
見
え
て
き
た
課
題

　

南
足
柄
市
社
協
で
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

や
チ
ラ
シ
の
作
成
の
ほ
か
に
、「
終
活
と
遺

言
」
に
関
す
る
講
演
会
や
、
関
係
機
関
へ

の
事
業
説
明
な
ど
の
普
及
啓
発
を
行
い
、

延
べ
約
３
０
０
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
事
業
開
始
後
、
住
民
の
方
か
ら

「
こ
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
待
っ
て
い
た
」

　厚生労働省の「2019年国民生活基礎調査」によると、65歳以上の単独世帯の高齢者は約737万人（高齢者
全体の19.6％）で、増加傾向が続いています。
　本会ではこれまで、身寄りのない方や親族がいても頼れない方が、施設入所・入院の際に保証人を立てるこ
とができず契約に支障が生じていることや、死後事務を頼む親族がいない現状を把握してきました。
　このことから、将来に不安を抱える方が住み慣れた地域で最後まで安心して生活を送ることができる仕
組みづくりとして、令和３年４月より、南足柄市社協と協働で「アンカーサポート事業」を実施しています。
　ここでは、アンカーサポート事業を実施し見えてきた課題や、地域における仕組みづくりについて考えます。

と
い
う
声
も
寄
せ
ら
れ
、
住
民
や
関
係
機

関
の
関
心
の
高
さ
が
伺
え
ま
し
た
。

令和３年度

アンカーサポート
事業実績

相談件数：15件
契約審査件数：７件
（審査結果内訳）
・契約：２件
・契約準備中：１件
・非承認：４件

　

一
方
、「
保
証
サ
ー
ビ
ス
」
並
び
に
「
死

後
事
務
手
続
き
サ
ー
ビ
ス
」は
預
託
金（
※

左
表
参
照
）
が
必
要
と
な
る
た
め
、
契
約

時
に
決
し
て
安
い
金
額
と
は
言
え
な
い
額

を
ま
と
め
て
預
け
る
こ
と
に
な
り
、
事
業

を
実
施
し
て
い
く
中
で
「
預
託
金
は
準
備

で
き
な
い
が
保
証
人
が
必
要
」
な
ど
の
相

談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

～狭間の課題への仕組みづくり～

　

こ
の
よ
う
に
、
預

託
金
の
確
保
が
難
し

い
方
の
た
め
の
仕
組

み
が
課
題
と
な
っ
て

お
り
、
解
決
に
向
け

て
は
、
今
後
、
先
進

事
例
の
情
報
収
集
を

行
い
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
相
談
に
来

た
方
の
中
に
は
、

サ
ー
ビ
ス
の
必
要
性

や
利
用
の
イ
メ
ー
ジ

が
も
て
ず
、
契
約
に

南足柄市社協「アンカーサポート事業」預託金

保証サービス 50万円（施設入所・入院費用
の月額３カ月分相当）

死後事務手続きサービス 葬儀・埋葬に必要な経費
＋10万円
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至
ら
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

　

自
身
の
死
後
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
は

決
し
て
楽
な
こ
と
で
は
な
く
、実
際
に「
65

歳
で
は
、
ま
だ
死
後
の
こ
と
を
考
え
に
く

い
」
と
い
っ
た
声
も
あ
り
ま
し
た
。
施
設

入
所
・
入
院
の
際
に
な
っ
て
初
め
て
そ
の

必
要
性
に
気
づ
き
、
対
応
が
後
手
に
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
ご
本
人
が
必
要
と
感
じ
た

時
に
的
確
に
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
つ
な
が
る

よ
う
に
、
日
頃
か
ら
民
生
委
員
を
は
じ
め

と
す
る
関
係
団
体
・
機
関
と
の
連
携
に
よ

る
見
守
り
体
制
の
構
築
や
、
一
度
相
談
に

来
た
方
と
の
継
続
的
な
関
わ
り
が
必
要
で

あ
る
と
い
う
こ
と
も
改
め
て
見
え
て
き
ま

し
た
。

南
足
柄
市
社
協
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、本
紙
令
和
３
年
７
月

号（
５
面
）で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

県
内
社
協
情
報
交
換
会
の
声

　

県
内
市
町
村
社
協
に
お
け
る
取
り
組
み

状
況
を
共
有
す
る
た
め
、
情
報
交
換
会
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
13
社

協
31
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
町
村
社
協
で
は
、
日
常
生
活
自
立
支

援
事
業
や
成
年
後
見
事
業
を
通
じ
て
、
日

頃
か
ら
身
寄
り
の
な
い
方
の
保
証
機
能
や

死
後
事
務
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
に
直
面
し
て

い
ま
す
が
、
県
内
で
は
社
会
資
源
が
ま
だ

少
な
い
た
め
、
相
談
対
応
に
苦
慮
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

身
元
保
証
・
死
後
事
務
に
関
す
る
事
業

は
、比
較
的
長
期
的
な
支
援
が
想
定
さ
れ
、

契
約
時
と
変
わ
ら
な
い
体
制
が
必
要
に
な

る
た
め
、
仕
組
み
づ
く
り
の
必
要
性
を
感

じ
つ
つ
も
、
マ
ン
パ
ワ
ー
や
財
源
面
か
ら
、

な
か
な
か
事
業
の
検
討
や
実
施
に
至
る
こ

と
が
難
し
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
先
行
し
て

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
福
岡
市
社
協
の

先
進
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
市
町
村

社
協
と
共
に
オ
ン
ラ
イ
ン
視
察
研
修
を
行

い
ま
し
た
。

　

福
岡
市
社
協
で
は
、
身
寄
り
の
な
い
高

齢
者
等
の
「
死
後
事
務
」
を
社
協
が
代
行

す
る
「
ず
ー
っ
と
あ
ん
し
ん
安
ら
か
事
業
」

や
、
少
額
短
期
（
生
命
）
保
険
の
仕
組
み

を
活
用
し
て
死
後
事
務
を
行
う
「
や
す
ら

か
パ
ッ
ク
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
31
年
に
は
、「
終
活
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
」
を
立
ち
上
げ
、
終
活
セ
ミ

ナ
ー
の
実
施
や
、
終
活
に
関
す
る
相
談
対

等
の
声
を
聞
き
ま
す
が
、
終
活
の
準
備
を

す
る
こ
と
で
、
自
身
の
こ
れ
ま
で
の
人
生

を
整
理
す
る
こ
と
や
、
こ
れ
か
ら
の
人
生

を
ど
の
よ
う
に
生
き
て
い
く
か
な
ど
、
自

分
自
身
の
人
生
の
集
大
成
と
し
て
決
定
す

る
〝
自
己
決
定
支
援
〞
の
視
点
か
ら
事
業

を
実
施
し
て
い
る
」
と
の
お
話
が
あ
り
ま

し
た
。

　

参
加
し
た
市
町
村
社
協
か
ら
は
「
他
に

も
死
後
事
務
を
扱
う
団
体
が
あ
る
中
で
、

各
地
域
の
特
性
を
活
か
し
、
市
町
村
社
協

に
求
め
ら
れ
る
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
て
い
く

と
い
う
考
え
方
が
地
域
福
祉
の
推
進
に
は

欠
か
せ
な
い
と
改
め
て
感
じ
た
」「
社
協
だ

け
で
な
く
行
政
を
は
じ
め
関
係
団
体
等
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
積
み
上
げ
る
も
の
だ

と
理
解
で
き
た
」
等
の
感
想
が
あ
り
ま
し

た
。

　

本
会
で
は
今
後
も
、
先
進
的
な
取
り
組

み
な
ど
を
情
報
共
有
し
な
が
ら
、
同
様
の

取
り
組
み
を
各
地
域
に
広
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

各
地
域
で
の
仕
組
み
づ
く
り
の
動
き

　

秦
野
市
社
協
で
は
、
令
和
４
年
４
月
よ

り
「
は
だ
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
応
援
事
業
」

を
開
始
し
ま
し
た
。
秦
野
市
に
居
住
の
一

人
暮
ら
し
の
方
を
対
象
に
、
予
め
利
用
者

か
ら
お
預
か
り
す
る
預
託
金
の
範
囲
内

で
、
葬
儀
・
納
骨
、
行
政
機
関
等
へ
の
届

出
な
ど
を
行
う
死
後
事
務
手
続
き
サ
ー
ビ

ス
で
す
。

　

ま
た
、
川
崎
市
社
協
や
相
模
原
市
社
協

に
お
い
て
も
、
関
係
機
関
と
の
意
見
交
換

や
先
行
事
例
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
が
行
わ

れ
、
事
業
開
始
に
向
け
た
準
備
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。◆　

　

◆　

　

令
和
４
年
３
月
29
日
に
、
地
方
公
共
団

体
や
医
療
機
関
、
介
護
保
険
施
設
や
関
係

団
体
を
調
査
対
象
と
し
た
、
総
務
省
関
東

管
区
行
政
評
価
局
に
よ
る
「
高
齢
者
の
身

元
保
証
に
関
す
る
調
査（
行
政
相
談
契
機
）」

の
調
査
結
果
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
は
、
身
寄
り
の
な
い
高
齢
者

の
施
設
入
所
・
入
院
に
当
た
っ
て
の
身
元

保
証
人
の
取
扱
い
の
実
態
を
把
握
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
際
の
取
組
事
例
や
課
題
を

収
集
・
整
理
し
た
も
の
で
す
。

　

調
査
結
果
か
ら
、
施
設
・
病
院
に
お
い

て
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
、
支
援
策
に
つ
い

て
の
情
報
提
供
を
求
め
る
声
が
多
く
あ

り
、
ま
た
、
施
設
・
病
院
に
か
か
る
負
担

が
大
き
い
こ
と
も
改
め
て
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。

　

身
元
保
証
・
死
後
事
務
に
関
す
る
課
題

に
つ
い
て
は
、
一
つ
の
機
関
の
み
で
対
応

す
る
こ
と
は
難
し
く
、「
地
域
で
」
仕
組
み

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
性
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。

　

本
会
で
は
引
き
続
き
、
身
寄
り
の
な
い

方
や
親
族
が
い
て
も
頼
れ
な
い
方
が
、
地

域
で
最
後
ま
で
安
心
し
て
本
人
ら
し
い
生

活
が
送
れ
る
よ
う
、
地
域
に
お
け
る
仕
組

み
づ
く
り
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

（
権
利
擁
護
推
進
課
）

SPECIAL EDITION

福岡市社協オンライン視察研修（18社協40名の参加）

応
に
取
り

組
ん
で
い

ま
す
。

　

福
岡
市

社
協
の
担

当
者
か
ら

は
、「
終

活
と
言
う

と
『
暗
く

な
る
』『
前

向
き
に
な

れ
な
い
』
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パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
乗
り
越
え
て

〜
コ
ロ
ナ
禍
で
の
共
同
募
金
会
の
役
割
〜

　

令
和
２
年
１
月
15
日
、
国
内
初
の
感
染

者
が
確
認
さ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
。
当
時
、
横
浜
港
に
停
泊
中
の
大

型
ク
ル
ー
ズ
船
内
で
の
感
染
情
報
が
連
日

報
道
さ
れ
、
特
に
神
奈
川
県
内
で
は
未
知

の
ウ
イ
ル
ス
へ
の
不
安
が
高
ま
る
中
、
３

月
に
は
学
校
な
ど
の
教
育
機
関
が
臨
時
休

校
と
な
り
、
４
月
に
政
府
か
ら
「
緊
急
事

態
宣
言
」
が
発
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
三
密
（
密
閉
・
密
集
・
密
接
）
の
回

避
」
や
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の

確
保
」
と
い
う
言
葉
の
も
と
に
、
国
民
の

外
出
自
粛
な
ど
未
曽
有
の
事
態
に
突
入

し
、
企
業
の
臨
時
休
業
や
営
業
時
間
の
短

縮
な
ど
に
よ
っ
て
、
収
入
が
途
絶
え
た
り

減
収
と
な
る
方
々
が
急
増
し
、
生
活
保
護

の
申
請
件
数
も
大
幅
に
増
加
す
る
状
況
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
共
同
募
金
会
の
協
働
パ
ー
ト

ナ
ー
で
あ
る
社
会
福
祉
協
議
会
で
も
、
緊

急
時
に
一
時
的
な
生
計
維
持
の
た
め
に
生

活
費
を
貸
し
付
け
る
生
活
福
祉
資
金
の

「
緊
急
小
口
資
金
」等
へ
の
申
請
件
数
が
激

増
し
、
連
日
大
勢
の
申
請
者
へ
の
対
応
が

行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

県
共
同
募
金
会
で
も
、
収
束
が
見
通
せ

な
い
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
状
況
下
で
、
公
益

法
人
と
し
て
具
体
性
と
即
応
性
を
持
っ
た

対
応
を
行
っ
て
い
く
た
め
に
、
大
き
な
危

機
感
を
抱
き
な
が
ら
直
ち
に
緊
急
事
業
に

着
手
し
、
今
な
お
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
続
く

中
で
状
況
に
応
じ
た
緊
急
支
援
事
業
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

緊
急
支
援
事
業
を
展
開
す
る
実
践

型
協
働
パ
ー
ト
ナ
ー
と
と
も
に

　

県
共
同
募
金
会
で
は
コ
ロ
ナ
禍
で
経
済

的
な
理
由
な
ど
に
よ
っ
て
生
活
に
困
窮
さ

れ
て
い
る
方
々
と
、
生
活
環
境
に
変
化
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
、
さ

ら
に
社
会
的
な
気
運
に
応
え
る
た
め
医
療

従
事
者
を
応
援
す
る
事
業
に
焦
点
を
絞

り
、
社
会
福
祉
協
議
会
や
児
童
福
祉
施

設
、
子
ど
も
支
援
に
精
通
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や

医
療
関
係
団
体
等
か
ら
現
場
の
情
報
を
随

時
提
供
し
て
い
た
だ
き
、
当
面
、
生
活
困

窮
者
や
子
ど
も
食
堂
に
来
る
こ
と
が
出
来

な
い
子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
て
、
生
活

の
基
本
と
な
る
「
食
支
援
」
を
令
和
２
年

３
月
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
粛
期
間
が
長
期
化
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
増
加
や
子
ど

も
た
ち
の
体
験
・
経
験
の
機
会
の
減
少
な

ど
、
新
た
な
課
題
が
次
々
と
提
起
さ
れ
、

県
共
同
募
金
会
で
は
そ
の
時
々
の
状
況
に

応
じ
て
、
順
次
支
援
内
容
を
拡
大
し
て
い

ま
す
。

　

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
状
況
下
に
お
い
て
、

時
間
の
経
過
と
と
も
に
日
々
状
況
が
変
化

す
る
中
、
県
共
同
募
金
会
で
は
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
の
実
践
型
協
働
パ
ー
ト
ナ
ー
と
連

携
し
て
、
次
の
緊
急
支
援
事
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

◇ 

子
ど
も
食
堂
等
に
よ
る
会
食
・
配
食
活
動

◇ 

フ
ー
ド
バ
ン
ク
・
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
運

営
事
業

◇ 

子
ど
も
た
ち
の
声
を
受
け
止
め
る
チ
ャ
イ

ル
ド
ラ
イ
ン
活
動

◇ 

児
童
福
祉
施
設
の
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
環
境

の
整
備

◇ 

大
学
生
に
よ
る
中
学
生
・
高
校
生
を
対
象

と
し
た
学
習
支
援
活
動

◇ 

外
国
に
繋
が
る
子
ど
も
と
家
族
へ
の
日
常

生
活
支
援
事
業

◇ 

女
性
支
援
団
体
に
よ
る
Ｄ
Ｖ
被
害
者
へ
の

緊
急
保
護
活
動
な
ど

緊
急
支
援
事
業
を
支
え
る
協
賛
型

協
働
パ
ー
ト
ナ
ー
と
と
も
に

　

県
共
同
募
金
会
で
は
、
緊
急
支
援
事
業

を
展
開
す
る
た
め
の
「
資
金
」
と
「
物
資
」

を
調
達
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
生
活
困
窮
者
向
け
の
食
品
類

（
米
、
レ
ト
ル
ト
食
品
、
缶
詰
、
飲
料
等
）

や
日
用
生
活
品
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
か
ら

県
共
同
募
金
会
の
協
働
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ

る
企
業
や
法
人
の
皆
さ
ま
か
ら
、
た
く
さ

ん
の
商
品
等
を
継
続
的
に
提
供
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
県
共
同
募
金
会

の
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
い
た
新
た
な
企

業
や
法
人
、
個
人
の
方
々
も
増
加
し
て
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
状
況
を
み
ん
な
で
乗
り

越
え
よ
う
と
す
る
総
意
の
も
と
に
、
共
同

募
金
会
を
通
じ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
輪
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

多
業
種
連
携
に
よ
る
重
層
型
支
援

に
向
け
て

　

緊
急
支
援
に
お
い
て
は
、
福
祉
の
分
野

だ
け
で
は
解
決
出
来
な
い
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
り
、
多
業
種
連
携
に
よ
る
重
層
的
な

支
援
や
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

県
共
同
募
金
会
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
展
開
す
る
協
働
パ
ー
ト
ナ
ー
と
、
活
動

を
資
金
面
等
で
支
え
る
協
働
パ
ー
ト
ナ
ー

を
つ
な
い
で
い
く
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

皆
さ
ま
か
ら
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

（
県
共
同
募
金
会
）

県共同募金会へ食材を中心とした株主優待品の配送作業
を行う日本カストディ銀行のスタッフの皆さん
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神
奈
川
県
障
が
い
福
祉
計
画（
第
６
期 

令
和
３
年
度
〜
令
和
５
年
度
） 

〜 

改
定
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
〜

　

神
奈
川
県
障
が
い
福
祉
計
画
に
つ
い

て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
影
響
に
よ
り
、
改
定
時
期
を
変

更
し
、
令
和
４
年
３
月
に
第
６
期
計
画

へ
と
改
定
し
ま
し
た
。
改
定
に
当
た
っ

て
は
、「
神
奈
川
県
障
害
者
施
策
審
議
会

に
よ
る
審
議
」「
神
奈
川
県
議
会
へ
の
報

告
」
の
ほ
か
、
多
く
の
皆
様
か
ら
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
等
を
通
じ
て
、

合
計
１
５
７
件
も
の
ご
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
皆

様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
の
計
画
改
定
は
、
大
き

く
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

１ 

国
の
基
本
指
針
の
適
切
な
反
映

　

障
が
い
福
祉
計
画
は
、
国
の
「
基
本

指
針
」
に
即
し
た
内
容
と
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
県
で
は
、
障
が
い
者

の
地
域
生
活
を
支
え
る
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
、
相
談
支
援
及
び
地
域
生
活
支
援

事
業
、
障
害
児
通
所
支
援
等
の
提
供
体

制
を
計
画
的
に
確
保
す
る
た
め
、
県
内

市
町
村
と
調
整
し
な
が
ら
、
国
の
基
本

指
針
に
記
載
さ
れ
て
い
る
成
果
目
標
や

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
見
込
量
、
見

込
量
確
保
の
た
め
の
方
策
な
ど
を
設
定

し
ま
し
た
。

２ 

当
事
者
目
線
の
障
が
い
福
祉

　

障
害
者
支
援
施
設
で
は
、
地
域
生
活

　

ま
た
、
事
業
所
等
か
ら
の
感
染
防
止

対
策
に
関
す
る
相
談
へ
対
応
す
る
と
と

も
に
、
国
の
補
助
制
度
の
活
用
等
に
よ

り
、
事
業
所
等
に
お
け
る
感
染
防
止
対

策
の
継
続
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
陽
性
者
や
濃
厚
接
触
者
が

発
生
し
た
事
業
所
等
に
つ
い
て
は
、
感

染
拡
大
防
止
の
措
置
を
講
じ
た
上
で
の

サ
ー
ビ
ス
継
続
に
必
要
と
な
る
経
費
を

補
助
す
る
と
と
も
に
、
法
人
・
事
業
所

間
の
応
援
職
員
の
派
遣
等
に
よ
り
、

サ
ー
ビ
ス
の
継
続
を
支
援
し
て
い
き
ま

す
。４ 

最
新
の
動
向

　
「
医
療
的
ケ
ア
児
及
び
そ
の
家
族
に

対
す
る
支
援
に
関
す
る
法
律
」
の
施
行

を
踏
ま
え
、
医
療
的
ケ
ア
児
等
及
び
そ

の
家
族
が
個
々
の
医
療
的
ケ
ア
児
等
の

心
身
の
状
況
等
に
応
じ
た
適
切
な
支
援

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、「
医
療
的
ケ
ア
児

支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
な
ど
、
法
で

規
定
さ
れ
た
施
策
を
実
施
し
て
い
き
ま

す
。終

わ
り
に

　

県
は
、
障
が
い
者
の
自
立
を
「
障
が

い
者
が
、
自
ら
の
考
え
と
判
断
に
よ
り
、

地
域
社
会
の
中
で
主
体
的
に
生
き
、
自

己
実
現
を
図
っ
て
い
く
こ
と
」
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

こ
の
考
え
方
を
踏
ま
え
、
乳
幼
児
期

か
ら
成
人
・
高
齢
期
に
い
た
る
ま
で
、

障
が
い
者
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ

へ
の
移
行
が
一
定
程
度
進
む
一
方
で
、

利
用
さ
れ
て
い
る
方
の
う
ち
障
が
い
の

重
い
方
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
お
り
、

県
立
障
害
者
支
援
施
設
に
お
い
て
は
、

入
所
期
間
が
20
年
を
超
え
る
方
が
４
割

以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
意
思

決
定
支
援
な
ど
の
「
当
事
者
目
線
」
の

支
援
に
取
り
組
み
、
地
域
生
活
へ
の
移

行
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
地
域
生
活
が

困
難
と
な
っ
た
障
が
い
者
を
一
時
的
に

受
け
入
れ
、
再
び
地
域
に
帰
れ
る
よ
う

に
支
援
す
る
役
割
を
担
い
、
地
域
の
事

業
所
な
ど
と
連
携
し
た
取
り
組
み
も
進

め
て
い
き
ま
す
。

３ 

感
染
症
等
へ
の
対
応

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な
ど

の
新
た
な
感
染
症
等
の
ま
ん
延
や
、
災

害
等
の
発
生
時
に
お
い
て
も
、
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
等
が
継
続
し
て
提
供
さ
れ

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
の
た
め
、
持

続
可
能
な
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
提

供
に
向
け
て
、
事
業
所
等
に
お
け
る
業

務
継
続
計
画
の
策
定
等
を
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

計画は県HPに掲載しています。
冊子化はしておりません。

た
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
実
現
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

今
後
と
も
、
障
が
い
者
に
対
す
る
理

解
や
、
障
が
い
者
の
社
会
参
加
を
、
よ

り
一
層
促
進
し
、
平
成
28
年
10
月
、
県

議
会
と
共
同
し
て
策
定
し
た
「
と
も
に

生
き
る
社
会
か
な
が
わ
憲
章
」
に
定
め

る
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
「
と
も
に

生
き
る
社
会
か
な
が
わ
」
の
実
現
に
向

け
、
皆
様
と
力
を
合
わ
せ
て
進
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
一
層
の
お

力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

 

（
県
障
害
福
祉
課
）

「神奈川県障がい福祉計画」
　県ホームページのURL
https://www.pref.kanagawa.
jp/docs/yv4/keikaku/syougaihukusik
eikaku.html
※ 「神奈川県ホームページ」⇒「組
織で探す」⇒「福祉子どもみらい
局福祉部障害福祉課」⇒「所属PR
ページ」⇒「神奈川県障がい福祉
計画」の順にリンクを進むと閲覧
できます。
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NE
WS ４月26日～５月26日　　　

※新聞等掲載時点

▶「こども家庭庁」関連法案可決
  「こども家庭庁」設置関連法案が５月17日に衆議院
本会議で可決された。この法案は、専任の大臣を置
き、他の省庁に政策の改善を求める勧告権をもつこ
ども家庭庁を内閣府の機関として新設するもので、令
和５年４月の発足を目指している。内閣府や厚生労働
省が主として子どもの福祉・保健等を目的とする事務
を移管する。

▶「障害者情報アクセシビリティ・コミュニ
ケーション施策推進法」成立

　障害があることで必要な情報を得にくい情報格差
の解消を目指して、「障害者情報アクセシビリティ・コ
ミュニケーション施策推進法」が５月19日に衆議院本
会議で可決、成立した。情報取得等に資する機器の
開発、防災等の緊急の通報の仕組みの整備、意思疎
通支援者の確保・養成等、６つの基本的施策が盛り込
まれている。

▶「困難な問題を抱える女性への支援に関する
法律」成立

　ＤＶや性被害、生活困窮に苦しむ女性への公的支援

を推進する新法が５月19日に衆議院本会議で可決、
成立した。国は基本方針、都道府県は基本計画を作
り、市町村は計画策定を努力義務とする。現行の「婦
人保護施設」は「女性自立支援施設」に名称を改める。

▶横浜市 ひきこもり相談専用ダイヤル等を開設
　横浜市では、ひきこもり支援の推進と中高年のひき
こもり状態にある方やその家族に対する支援策の充
実のために、「ひきこもり支援課」を４月に新設し、「ひ
きこもり相談専用ダイヤル」を５月25日に開設した。
また、「ひきこもり相談窓口」を開設し、中高年のひき
こもり状態にある本人やその家族を対象に個別相談
を行う。

▶かながわ医療的ケア児支援・情報センター開設
　医療的ケア児及びその家族が、個々の状況に応じ
て適切な支援を受け、地域で安心して暮らせるよう、
「かながわ医療的ケア児支援・情報センター」が５月3
1日、県庁内に開設される。センターでは、相談・調
整部門、研修・情報提供部門、企画部門の
３つの部門で医療的ケア児とその家族の
支援を行う。［関連記事５面］

日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補 償

ボランティア活動保険

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

（ふくしの保険ホームページ）

商品パンフレットは
コチラ

令和４年度

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり）

ケ
ガ
の
補
償

年間保険料

賠
償
責
任

の
補
償

死亡保険金
基本プラン 天災・地震補償プラン

1,040万円
1,040万円（限度額）
6,500円
65,000円
32,500円

5億円（限度額）

後遺障害保険金
入院保険金日額

4,000円
補償開始日から10日以内は補償対象外（＊） 初日から補償

350円 500円

通院保険金日額
特定感染症

地震・噴火・津波による死傷
賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術
外来の手術

手術
保険金

保険金の種類
プラン

＊4月1日付で前年度から継続して契約される場合は初日から補償します。

団体割引20％適用済／過去の損害率による割増引適用
【新設】特定感染症
重点プラン

550円

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の 9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

＜基本プランに加入される方へ＞

◆年度途中でボランティア活動保険に加入する場合には「特定感染
　症重点プラン」への加入をおすすめします。

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は、「ボランティア活動保険パンフレット」にてご確認ください。●

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

〈SJ21-10723より抜粋して作成〉
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❖ピアサポートの現場で

　ピアサポートとは、ピア＝仲間がサポートする場で
す。ピアサポートよこはまでは、がん体験者ががんの
お話を伺っています。時々、「来年の桜は見られるか
しら」こんな言葉が聞かれます。桜は日本人にとっ
て、大切な花のひとつです。その花を来年は見ること
ができるのだろうか…がんと告知されたとき、再発を
告げられたとき、様々な場面で、ふと、そう思う。自
分の命を別の命に重ねる。私も、がんを患ってそうい
うことが増えたように思います。

❖ふたつのお誕生日

　お誕生日、それは誰にとっても大切な、一年で特別
な一日です。だんだん年を重ねると、「もうお誕生日
なんて、おめでたくもないわ」とおっしゃる方もおら
れます。私も、そう思ったこともありましたが、がん
になってからは、今年もお誕生日が無事に迎えられた
ことを、ただただ、ありがたく嬉しく思えるようにな
りました。
　そして、もうひとつのお誕生日、私にとっては手術
日。その日が近づくと定期検査の予定が入ることもあ
り、気持ちが落ち着かなくなります。検査を受けるこ
と以上に、結果を待つ数日間、場合によっては数週間
が、とても心がざわざわした日々
となります。「異常なし」と結果
が出て、ようやく落ち着き、そし
て今年もこの日を迎えられたと感
慨深く思うのです。結果を聞いた
帰りは行きよりも自然と笑顔にな
ります。いつもより、ちょっと奮
発してケーキを買います。

❖キャンサーギフト

　がんになってから、道端に咲く名前も知らない花、
ひっそりと健気に懸命に咲いている花、そんな花に心

が惹かれるようになりました。それまでは、せわしな
く追い立てられるように毎日を過ごしていて、足元を
見ることが無かったからかもしれません。がんにか
かって、下ばか
り見て歩いてい
たからかもしれ
ません。今まで
気づかなかった
足元に咲くかわ
いらしい小さい
花たちに、一生
懸命に生きる、
ってこういうこ
となんだ！と教えてもらったように感じています。
　「キャンサーギフト」という言葉があります。がん
からの贈り物。「がんになってよかった」とは思えま
せんが、そういう気づきを与えられたのかな、とは思
います。がんになって出会いがたくさんありました。
人、もの、本、言葉…これは、まさしくギフト、宝物
です。最後に、がんになって出会った言葉をひとつご
紹介します。ニーバーの祈りというものです。
　　 変えることのできるものについて、
　　それを変えるだけの勇気をわれらに与えたまえ。
　　変えることのできないものについては、
　　それを受けいれるだけの冷静さを与えたまえ。
　　そして、
　　 変えることのできるものと、変えることのできな
いものとを、

　　識別する知恵を与えたまえ。
特に信仰を持っているわけではありませんが、この言
葉は、私の支えとなっています。

 今月は
⇨ ピアサポートよこはま

がお伝えします !　

　〈連絡先〉 
　　Mail peer.remote@gmail.com
　　URL https://peer-support.wixsite.com/yokohama
　　　 https://ameblo.jp/peer-yokohama/

◎ このコーナーでは、子育てや障がい、認知症・介護当事者等の目線から、普段の暮らしに役立つ「おすすめ」なものを紹介します。

　お誕生日、私にはふたつあります。
　ひとつは私が生まれた日。そしてもうひとつはがん
の手術を受けた日。
　がんになって、命の大切さを実感、というより体感
しました。
　大輪のバラも素敵ですが、道端に咲く名前も知らな
い花、その命の輝きに心惹かれるようになりました。

がんになった私が思うこと
命の大切さについて

❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖

　がん体験者が、がん患者と家族の相談支援活動をする団体です。
県との協働事業からスタートし、その後も自主運営として継続、11年
間で約1600件の相談を受けてきました。主に電話相談、面談、サロン
などを行っています（現在はオンライン）。

道端に咲く小さな花

団体HP 活動ブログ
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地
域
で
つ
な
が
り
を
も
つ
こ
と
が
難
し
く
、
医
療
や
福
祉
な
ど
必
要
な
支
援
が
届
か

な
い
状
況
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
は
、
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
人
が
治
療
費
を
心
配
せ
ず
受
診
で
き
る
無
料
低

額
診
療
事
業
を
行
う
「（
公
財
）
横
浜
勤
労
者
福
祉
協
会
・
う
し
お
だ
診
療
所
」
を
訪

ね
、
地
域
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
や
相
談
支
援
を
担
う
職
員
の
専
門
性
を
高
め
る
職
場

環
境
を
伺
い
ま
し
た
。

●
潜
在
化
す
る
ニ
ー
ズ

　

う
し
お
だ
診
療
所
で
は
、
横
浜
市
か

ら
委
託
を
受
け
た
認
知
症
初
期
集
中
支

援
チ
ー
ム
に
よ
り
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
な
ど
と
一
緒
に
訪
問
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
は
、
こ
の

地
で
長
年
活
動
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
自
分
た
ち
が
把
握
で
き
て
い
な
い
、

支
援
ニ
ー
ズ
の
あ
る
方
が
数
多
く
い

ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
に
あ
ぜ
ん
と
し
て
お

り
、
潜
在
的
な
ニ
ー
ズ
が
た
く
さ
ん
あ

る
こ
と
を
痛
感
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

多
少
な
り
と
も
地
域
と
つ
な
が
り
が

あ
れ
ば
、
医
療
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ

な
が
り
、
支
援
を
受
け
ら
れ
ま
す
が
、

そ
う
で
な
い
人
は
取
り
残
さ
れ
て
し
ま

う
、
そ
し
て
そ
の
数
は
年
々
増
加
し
て

い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
「
日
本
の
制
度
・
施
策
の
多
く
は
申
請

主
義
で
あ
り
、
自
分
か
ら
声
を
上
げ
な

い
と
支
援
か
ら
取
り
残
さ
れ
が
ち
で

す
。
し
か
し
、
福
祉
的
な
課
題
の
あ
る

人
は
声
を
あ
げ
に
く
い
場
合
が
多
く
、

さ
ら
に
地
域
と
の
つ
な
が
り
も
な
い
こ

と
か
ら
、
ま
す
ま
す
孤
立
化
し
て
い
る

と
感
じ
ま
す
」。

●
積
極
的
な
訪
問
活
動

　
「
今
ま
で
の
経
験
か
ら
、
地
域
医
療
を

推
進
す
る
た
め
に
は
、
待
ち
の
姿
勢
だ

け
で
は
う
ま
く
い
か
な
い
と
実
感
」
し

て
お
り
、
法
人
の
社
会
貢
献
活
動
と
し

て
、
通
院
途
中
で
診
察
が
途
絶
え
た
患

者
さ
ん
に
対
し
て
、
看
護
師
等
と
と
も

に
チ
ー
ム
を
結
成
し
、
様
子
を
伺
う
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

訪
問
活
動
の
中
で
世
帯
が
抱
え
る
福

祉
的
な
課
題
を
発
見
し
、
行
政
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
い
く
つ
も
あ
っ
た
こ
と
は
、

無
料
低
額
診
療
所
を
運
営
し
て
い
る
福

祉
医
療
病
院
と
し
て
の
機
能
が
発
揮
で

き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
、
田
中
事

務
次
長
は
語
り
ま
す
。

●
事
務
職
か
ら
相
談
職
に

　

つ
な
が
り
の
あ
る
人
を
し
っ
か
り
受

け
止
め
て
い
く
こ
と
、
そ
れ
は
、
法
人

設
立
時
か
ら
の
伝
統
で
も
あ
り
ま
す
。

　

相
談
に
対
応
す
る
の
は
主
に
医
療

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や
精
神
保
健
福

祉
士
で
す
。
法
人
で
は
、
多
く
の
相
談

職
を
配
置
し
て
お
り
、
福
祉
施
設
を
含

め
る
と
約
20
人
の
相
談
職
が
い
ま
す
。

　

う
し
お
だ
診
療
所
で
在
宅
・
医
療
相

談
室
主
任
を
し
て
い
る
清
水
さ
ん
は
、

元
々
は
、
受
付
事
務
職
員
と
し
て
採
用

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
受
付
に
は
様
々
な

相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
が
、
ア
ド
バ
イ

ス
を
す
る
こ
と
で
、
患
者
さ
ん
が
元
気

に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
実
感
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
に
、
相
談

職
に
関
心
を
も
つ
よ
う
に
な
り
、
職
場

の
了
解
を
得
て
福
祉
系
の
夜
間
大
学
に

通
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
士
と
精
神
保
健
福
祉
士
の

資
格
を
取
得
し
た
後
は
、
相
談
職
に
職

種
が
変
わ
り
ま
し
た
。「
自
分
の
よ
う

に
、
や
り
た
い
と
思
っ
た
仕
事
に
転
身

で
き
、
希
望
が
叶
え
ら
れ
る
と
い
う
柔

軟
な
職
場
は
あ
ま
り
な
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
」。

●
即
座
に
チ
ー
ム
で
支
援

　

う
し
お
だ
診
療
所
に
就
職
す
る
人
の

多
く
は
、
地
域
医
療
に
貢
献
し
た
い
と

い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。

　

転
職
し
て
き
た
方
が
驚
く
の
は
、「
Ａ

さ
ん
の
そ
の
後
の
様
子
が
気
に
な
る
」

と
い
う
担
当
が
い
れ
ば
、「
で
は
、
行
っ

て
み
て
き
た
ら
ど
う
で
す
か
」
と
い
う

や
り
と
り
が
交
わ
さ
れ
、
看
護
師
と
一

緒
の
チ
ー
ム
で
す
ぐ
に
、
訪
問
活
動
が

行
わ
れ
る
と
い
う
点
で
す
。
う
し
お
だ

診
療
所
で
は
、
地
域
の
気
に
な
る
こ
と

に
は
チ
ー
ム
で
即
座
に
対
応
す
る
と
い

う
の
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
相
談
職
と
し
て
は
、
悩
み
の

共
有
を
し
て
い
ま
す
。「
私
た
ち
は
様
々

な
ケ
ー
ス
を
担
当
し
て
い
ま
す
が
、
時

に
は
対
応
に
悩
ん
だ
り
、
落
ち
込
ん
だ

り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
法
人
に
は
、

相
談
職
の
部
会
が
あ
り
、
コ
ロ
ナ
前
に

は
２
カ
月
に
１
回
の
連
絡
会
で
学
習
会

や
担
当
ケ
ー
ス
の
報
告
会
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
支
援
の
ノ
ウ
ハ

ウ
な
ど
の
技
術
的
な
こ
と
だ
け
で
な
く
、

相
談
援
助
職
同
士
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思

い
を
共
有
し
て
い
ま
す
。
日
々
の
仕
事

を
振
り
返
り
、
お
互
い
に
再
確
認
し
な

が
ら
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特
に

入
職
し
て
間
も
な
い
職
員
な
ど
は
、

自
信
を
深
め
、
先
輩
職
員
か
ら
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
る
場
が
あ
る
こ
と
で
、

相
談
職
と
し
て
の
自
己
肯
定
感
を
養
う

働
き
や
す
さ
に
つ
な
が
る
、
職
員
同
士
の
日
々
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト

―
（
公
財
）横
浜
勤
労
者
福
祉
協
会（
横
浜
市
）

あなたの職場

左から、川瀬さん、田中さん、清水さん
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場
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
」。

　

な
お
、
相
談
職
に
求
め
ら
れ
る
こ
と

は
「
患
者
の
言
葉
に
な
ら
な
い
声
を
受

け
止
め
る
感
性
、
地
域
の
様
々
な
社
会

資
源
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
知
ろ
う
と
い

う
姿
勢
」
だ
と
言
い
ま
す
。

●
現
場
か
ら
学
ぶ

　

清
水
さ
ん
が
次
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
崩
壊
し
か
け
た
自
宅
で
暮
ら
す
高

齢
女
性
は
、
働
き
か
け
が
困
難
で
『
い

ら
な
い
。
来
な
い
で
。』
と
支
援
を
拒
み

続
け
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
本
人
が

飼
っ
て
い
る
ネ
コ
に
餌
を
あ
げ
る
と
い

う
名
目
で
訪
問
を
繰
り
返
し
て
関
係
づ

く
り
を
し
た
後
に
、
医
師
、
看
護
師
、

行
政
職
員
と
共
に
入
院
支
援
を
行
う
中

で
よ
う
や
く
心
を
開
い
て
も
ら
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
じ
っ
く
り
膝
を
交
え
て

話
を
伺
う
と
、『
本
当
は
一
人
で
寂
し

か
っ
た
。
で
も
自
分
か
ら
「
助
け
て
」

と
言
え
な
か
っ
た
』
と
本
人
が
打
ち
明

け
て
く
れ
ま
し
た
」。

　
「
本
人
に
と
っ
て
不
利
益
、
不
健
康
、

時
に
は
、
危
険
に
な
る
こ
と
で
も
、
自

分
が
選
ぶ
の
な
ら
ば
行
う
権
利
が
あ
る
、

愚
行
（
ぐ
こ
う
）
権
の
考
え
方
も
あ
る

で
し
ょ
う
。
で
す
が
、
当
法
人
の
方
針

と
し
て
、
自
分
で
は
な
い
他
人
の
こ
と

を
、『
他
人
事
に
し
な
い
』
と
い
う
伝
統

が
あ
る
の
で
、
本
人
に
受
け
入
れ
ら
れ

る
方
法
を
考
え
、
介
入
し
た
の
で
す
」。

　

こ
う
い
っ
た
ケ
ー
ス
を
含
め
て
、
支

援
の
現
場
が
職
員
を
鍛
え
、
育
て
て
く

れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

●
患
者
か
ら
の
信
頼
・
地
域
か
ら
の
信
頼

　

行
政
に
は
相
談
し
に
く
い
け
れ
ど
、

う
し
お
だ
診
療
所
の
相
談
職
な
ら
気
軽

に
聞
け
る
と
い
う
人
も
多
数
い
る
そ
う

で
す
。

　

昨
年
の
こ
と
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
申
し
込
み
が
大
変
な
時
期
に
、
外

国
籍
の
方
か
ら
の
相
談
を
受
け
、
支
援

を
し
た
時
の
こ
と
、
そ
の
後
同
じ
国
籍

の
方
々
か
ら
、
清
水
さ
ん
ご
指
名
で
問

い
合
わ
せ
が
相
次
い
だ
そ
う
で
す
。「
う

し
お
だ
に
相
談
す
れ
ば
親
切
に
対
応
し

て
く
れ
る
」
と
い
う
評
判
が
口
コ
ミ
で

広
が
っ
て
い
た
か
ら
の
よ
う
で
す
。
一

人
の
患
者
さ
ん
に
丁
寧
に
対
応
し
た
こ

と
が
、
地
域
か
ら
の
評
価
に
つ
な
が
っ

た
と
感
じ
た
出
来
事
で
し
た
。

●
最
後
に

　

川
瀬
事
務
長
は
言
い
ま
す
。「
私
た
ち

が
対
応
し
な
か
っ
た
ら
誰
が
対
応
す
る

の
か
。
大
変
な
仕
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、

法
人
か
ら
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
受
け
な

が
ら
対
応
し
て
い
ま
す
。
管
理
職
と
し

て
は
、
常
に
働
き
や
す
い
環
境
を
作
れ

る
よ
う
、
意
識
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
」。

　

そ
こ
に
は
働
き
や
す
い
環
境
と
悩
み

を
共
有
す
る
場
を
基
盤
と
し
て
「
他
人

事
に
し
な
い
」
伝
統
が
受
け
継
が
れ
て

い
る
実
践
が
あ
り
ま
し
た
。（

企
画
課
）

社会福祉施設
総合損害補償しせつの損害補償 インターネットで保険料試算できます

ふくしの保険 検索

令和４年度

プラン１１ （賠償責任保険、動産総合保険等）

プラン 22
プラン33
プラン44

❶ 基本補償（賠償・見舞）

損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７

〈引受幹事
保険会社〉

受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

●この保険は全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約（賠償責任保険、医師賠償責任保険、看護職賠償責任保険、雇用慣行賠償責任保険、役員賠償責任保険、サイバー保険、普通傷害保険、
労働災害総合保険、約定履行費用保険、動産総合保険、費用・利益保険）です。

老人福祉施設、
障害者支援施設、
児童福祉施設などに

スケールメリットを活かした割安な保険料でスケスケールメリットをを活かしたた割安な安な保な保保険料険料でで
充実補償をご提供します充充実補実補償償をご提供補償をご提ご提供提供しますします！！
スケールメリットを活かした割安な保険料で
充実補償をご提供します！

◆加入対象は、社協の会員である
社会福祉法人等が運営する社会
　福祉施設です。

▶保険金額

身体賠償（１名・１事故）
基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円
2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円

2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円
1事故10万円限度 1事故10万円限度

死亡時100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

財物賠償（１事故）
受託・管理財物賠償（期間中）
うち現金支払限度額（期間中）
人格権侵害（期間中）

2,000万円 2,000万円徘徊時賠償（期間中）
身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）
被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

賠
償
事
故

お
見
舞
い
等

保険期間１年

新型コロナウイルスを含む特定感染症に新たな補償が追加されました！

❶休業や縮小営業による収益減少はもちろん、収益減少を防止・軽減する
　ための人件費なども補償
❷消毒・清掃費用や自主的なPCR検査費用など、かかった費用を幅広く補償
❸感染症対応特別費用で定額20万円を早期に受取り

施設の感染症対応費用補償
休業補償から各種対応費用までワイドな安心

NEW

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は「しせつの損害補償」手引またはホームページをご参照ください。●

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

（SJ21-12224から抜粋）
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と
も
し
び
基
金
・
地
域
福
祉
活
動
支

援
事
業
（
一
般
助
成
）
は
、
皆
さ
ま
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
寄
付
金
に
よ
り
、
地
域

課
題
の
解
決
に
む
け
た
、
住
民
に
よ
る

活
動
を
支
援
し
て
お
り
、
令
和
３
年
度

は
23
件
の
活
動
に
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
コ
ロ
ナ
禍
で
困
窮
す
る
学
生

の
支
援
に
取
り
組
む
「
か
な
が
わ
学
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
合
」
の
実
践
に
焦
点

を
当
て
、
若
者
に
よ
る
支
え
合
い
活
動

へ
の
関
心
の
高
ま
り
や
実
際
の
活
動
の

様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。

悩
み
や
不
安
の
共
有
が
、
支
え

合
い
活
動
の
出
発
点

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
日
本
各
地

で
猛
威
を
振
る
い
始
め
、
令
和
２
年
４

月
７
日
に
発
令
さ
れ
た
緊
急
事
態
宣

言
。
仕
送
り
や
ア
ル
バ
イ
ト
収
入
が
減

少
し
、
困
窮
す
る
学
生
が
急
増
し
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
つ
な
が
り
の
あ

る
社
協
職
員
と
学
生
が
コ
ロ
ナ
禍
の
生

活
に
つ
い
て
意
見
交
換
す
る
機
会
が
あ

り
、「
ア
ル
バ
イ
ト
を
解
雇
さ
れ
た
」「
食

費
を
切
り
詰
め
て
生
活
し
て
い
る
」
な

ど
、
切
実
な
話
が
数
多
く
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

悩
み
や
不
安
を
共
有
し
て
い
る
と
、

あ
る
学
生
か
ら
「
そ
れ
な
ら
学
生
同
士

で
支
え
合
お
う
よ
」
と
の
声
が
上
が
り
、

そ
れ
が
「
か
な
が
わ
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
連
合
」
の
始
ま
り
だ
っ
た
と
、
前
代

表
の
中
野
愛
さ
ん
（
関
東
学
院
大
学
）

は
振
り
返
り
ま
す
。

フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
協
力
に

よ
る
、
食
糧
支
援

　

設
立
当
初
の
中
心
メ
ン
バ
ー
は
県
内

外
の
６
つ
の
大
学
の
学
生
で
し
た
。
近

隣
で
生
き
が
い
づ
く
り
に
取
り
組
む
Ｎ

Ｐ
Ｏ
団
体
の
協
力
も
得
な
が
ら
学
生
の

困
り
ご
と
や
自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と

に
つ
い
て
話
し
合
い
、
コ
ロ
ナ
禍
で
生

活
が
困
窮
し
学
業
の
継
続
が
困
難
な
学

生
に
対
し
、
食
糧
支
援
を
行
う
こ
と
を

決
定
。
必
要
な
食
糧
を
確
保
す
る
た
め
、

フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
活
動
へ
の
理
解
と
協

力
を
求
め
る
と
、
仕
分
け
作
業
を
手
伝

う
こ
と
を
条

件
に
支
援
を

い
た
だ
け
る

こ
と
に
な
り
、

こ
れ
に
よ
り

食
糧
支
援
の

基
盤
が
整
い

ま
し
た
。
一

方
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

や
イ
ベ
ン
ト

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
食
糧
支
援
を
と
お
し
た
学
生
同
士
の
支
え
合
い

〜
と
も
し
び
基
金
・
地
域
福
祉
活
動
支
援
事
業（
一
般
助
成
）助
成
団
体
の
取
り
組
み
か
ら
〜

を
通
し
て
活
動
の
周
知
を
行
う
た
び

に
、
支
援
を
求
め
る
学
生
の
数
は
次
第

に
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

活
動
の
中
心
と
な
る
食
糧
配
送
に
は

助
成
金
を
あ
て
、
二
週
間
分
の
食
糧
を

月
２
回
・
約
３
カ
月
間
に
わ
た
り
送
り

続
け
、
令
和
３
年
度
は
延
べ
36
名
の
学

生
を
支
援
す
る
に
至
り
ま
し
た
。
年
２

回
開
催
し
た
食
糧
配
布
会
で
は
、
寄
附

者
か
ら
い
た
だ
い
た
卵
や
そ
の
他
食
材

を
計
60
名
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
ス
タ
ッ

フ
か
ら
「
食
糧
が
不
足
し
て
困
っ
て
い

る
」
と
い
う
話
を
聞
く
と
、
応
援
の
た

め
の
寄
附
活
動
を
企
画
し
、
集
ま
っ
た

約
６
０
０
ｋ
ｇ
の
お
米
を
提
供
す
る
な

ど
、
若
者
ら
し
い
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活

か
し
た
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

支
援
を
受
け
た
学
生
か
ら
は
感
謝
と

と
も
に
継
続
支
援
を
望
む
声
も
多
く
聞

か
れ
、
中
野
さ
ん
は
「
国
に
よ
る
学
生

へ
の
支
援
は
十
分
と
は
言
え
な
い
。
今

後
も
後
輩
が
活
動
を
継
続
し
て
い
き
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、「
支

援
し
た
学
生
に
自
立
を
意
識
し
て
も
ら

う
こ
と
も
必
要
」
と
活
動
を
通
し
て
気

づ
い
た
課
題
も
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

◆　
　

◆　

人
々
の
思
い
を
形
に
す
る
た
め
に

　

今
年
度
は
、
こ
こ
に
ご
紹
介
し
た
よ

う
な
困
窮
支
援
の
取
り
組
み
が
、
他
に

も
５
件
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
止

ま
る
活
動

が
あ
る
一

方
で
、
コ

ロ
ナ
禍
だ

か
ら
こ
そ

生
ま
れ
た

活
動
と
つ

な
が
る
こ

と
が
で
き

ま
し
た
。

　

ど
ん
な

状
況
の
中

で
も
、
目
の
前
の
課
題
を
何
と
か
し
た

い
と
い
う
人
々
の
思
い
が
あ
り
ま
す
。

助
成
事
業
は
、
こ
の
思
い
を
形
に
す
る

た
め
の
ツ
ー
ル
で
す
。
と
も
し
び
基
金

に
今
後
と
も
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
理

解
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

（
地
域
課
）

かながわ学生ボランティア連合のメンバー

食糧配布会を前に

地域福祉活動支援事業（一般助成）の交付
状況は以下のホームページからご覧いただ
けます。
「県社協HPトップページ」→「参加する」
→「助成金情報」→「地域福祉活動支援
　　　　　　　　事業（一般助成）」
※ 令和４年度の募集は終了しました。令和５年度
の募集は、令和４年12月～の予定です。

「ともしび基金」への寄付のご相談は
右記二次元コードからご覧ください。
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2020年で創立60周年 

〒236－0004
横浜市金沢区福浦2－1－12
TEL 045(785)1700
FAX 045(784)6902 http://www.kki.co.jp/

デザイン

印 刷

ホームページ
制作

神奈川県民生委員児童委員協議会
事務局移転のお知らせ
 本年7月1日より、県民生委員児童
委員協議会事務局（本会地域課所
管）が移転いたします。
◇ 住所＝〒221－0835横浜市神奈川
区鶴屋町2－24－2

　かながわ県民センター12階
☎ 045－534－5812
FAX 045－312－6307
Mail kmjk@knsyk.jp
※ 電話番号とメール
　アドレスは変わり
　 ませんが、FAX番号
　のみ変わります。

本会主催の催し

多文化高齢社会ネットかながわ
（ＴＫＮＫ）のシンポジウム

「外国につながる高齢者とともに地域
で暮らしていくために～愛知の先駆
的な外国人高齢者支援から学ぶ～」
◇日時＝令和4年7月31日（日）
　　　　 9時30分～12時30分
◇ 開催方法＝オンライン（web会議
システム「Zoom」使用）
◇申込締切＝令和4年7月22日（金）17時
◇ 申込方法＝Googleフォームもし
くはメールにて申込み

URL  https://forms.gle/tx7X
zwLt3CKLAiNq7

Mail  tknkyukka2021@gmail.com

関係機関・団体の催し

かながわコミュニティカレッジ
７月開講講座

◇日時＝令和4年7月～8月
◇ 内容＝①人生100歳時代地域で学
び、地域で活躍しよう②発達障が
い児地域支援コーディネーター養
成講座（基礎編）③犯罪被害者支援
ボランティア養成講座（初中級）④
傾聴講座（入門編）⑤災害ボラン
ティア入門講座
◇ 申込＝住所・氏名（団体名）・電話番
号・講座名をかながわコミュニティ
カレッジ事務局まで電話、FAX
またはかながわコミュニティカ
レッジHPでご確認ください。

URL  http://komikare.soco-kana.jp
☎ 045－620－0743
FAX 045－620－0745

「神奈川県弁護士会人権賞」
候補者推薦について

◇ 対象＝県内で人権侵害に対する救
済活動、人権思想の普及・確立のた
めの活動、その他人権擁護のため
の活動をされた個人・団体
◇ 推薦受付期間＝令和4年6月1日（水）
～7月29日（金）
◇ 推薦方法＝候補者推薦書・関係資
料を7月29日（金）必着で郵送または
持参※推薦書書式は神奈川県弁護
士会HPからダウンロード可
◇ 贈呈式＝令和4年11月を予定。表彰
状、楯、副賞の賞金を贈呈
◇ 問合せ・郵送先＝神奈川県弁護士
会業務課「人権賞」係

URL  https://www.kanaben.or.jp/
nws/event/2022/jinken27.html

☎ 045－211－7705

寄附金品ありがとうございました

【県社協への寄附】広瀬公子
【交通遺児援護基金】(株)エスホケン
【子ども福祉基金】脇隆志、(株)エス
ホケン
【ともしび基金】広瀬公子、東洋羽毛 
首都圏販売(株)横浜営業所
 (匿名含め、合計7件　392,194円)
【寄附物品】神奈川トヨタ自動車(株)、
（公財）報知社会福祉事業団
【ライフサポート事業】
〈寄附物品〉（福）みなと舎、（Ｎ）セカ

ンド・ハーベストジャパン、（公社）
フードバンクかながわ
 (いずれも順不同、敬称略)

お詫びと訂正

　タイムズ5月号12面掲載「かながわ
ほっと情報」 1行目に誤字がありまし
た。お詫びし以下の通り訂正いたします。
（誤）「和願愛語」
（正）「和顔愛語」

－社会福祉施設の設計監理－
株式
会社安江設計研究所
東京都港区高輪 2 －19－17－808
Te l  0 3（3449）1771㈹／ Fax  0 3（3449）1772
E‒Mail yasue@y a s u e - s e k k e i .co.jp
URL htt p : / / w w w . y a s u e - s e k k ei.co.jp/

新築・増築・改修の他、耐震診断・建物定期報告・
アスベスト調査等お気軽にご相談ください
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かながわ
情報ほほっとっと

体
調
な
ど
に
気
を
配
り
ま
す
。

　

乗
馬
に
よ
り
、
体
が
ほ
ぐ
れ
る
、
筋

力
が
つ
く
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
発
達

障
害
の
あ
る
方
な
ど
は
、
馬
に
乗
る
こ

と
で
行
動
面
が
落
ち
着
く
場
合
も
多
く

み
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
馬
と
の
ふ
れ
あ

い
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
交
流
を
通

し
て
、
乗
り
手
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
が

心
身
と
も
に
大
き
く
成
長
し
て
い
く
姿

も
見
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
こ
は
乗
り
手
だ
け
で
な
く
、

参
加
す
る
家
族
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
と
っ

て
も
楽
し
い
交
流
の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
緑
に
囲
ま
れ
て
馬
や
人
と
ふ
れ
あ

う
活
動
は
と
て
も
心
地
よ
く
、
身
体
に

も
心
に
も
効
き
そ
う
で
す
。
三
ツ
沢
公

園
の
馬
場
に
は
、
馬
の
ぬ
く
も
り
を
感

じ
な
が
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
と
お

し
ゃ
べ
り
を
し
て
楽
し
む
子
ど
も
た
ち

の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

（
企
画
課
）

　

障
が
い
の
あ
る
人
に
乗
馬
を
楽
し
む

機
会
を
提
供
し
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
１
９
６
４
年

イ
ギ
リ
ス
に
Ｒ
Ｄ
Ａ
（Riding for

the D
isabled A

ssociation

）
が
結

成
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
理
念
を
継
承
し

１
９
９
７
年
、
横
浜
に
Ｒ
Ｄ
Ａ
横
浜
が

誕
生
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
北
海
道
か

ら
九
州
ま
で
Ｒ
Ｄ
Ａ
の
拠
点
は
全
国
各

地
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
お
話
を
お
聞
き
し
た
の
は
、
Ｒ

Ｄ
Ａ
横
浜
の
野
口
さ
ん
と
佐
々
木
さ
ん

で
す
。
野
口
さ
ん
は
、
学
生
時
代
は
馬

術
部
で
、
獣
医
の
資
格
を
持
つ
頼
れ
る

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
で
あ
り
、
一
方
の

佐
々
木
さ
ん
は
、
20
年
以
上
活
動
を
続

け
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　

Ｒ
Ｄ
Ａ
横
浜
の
理
念
は
「
活
動
に
関

わ
る
人
々
が
分
け
隔
て
な
く
笑
顔
で
健

康
的
な
社
会
生
活
が
出
来
る
」
こ
と
で

す
。
そ
し
て
、
乗
馬
に
よ
っ
て
、
①
障

が
い
者
の
可
能
性
を
広
げ
る
こ
と
②
関

わ
る
人
々
が
お
互
い
の
理
解
を
深
め
る

こ
と
③
馬
の
こ
と
を
知
っ
て
楽
し
む
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

日
頃
の
活
動
と
し
て
は
、
定
期
レ
ッ

ス
ン
と
体
験
乗
馬
会
を
行
っ
て
お
り
、

会
員
は
約
40
名
で
、
大
半
が
５
年
以
上

継
続
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
も
約
30
名
の
方
が
登
録
し
、

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

レ
ッ
ス
ン
前
に
は
、
野
口
さ
ん
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集
ま
っ
て
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
行
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
当
日
の

乗
り
手
の
紹
介
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
役

割
が
発
表
さ
れ
ま
す
。
乗
り
手
一
人
に

リ
ー
ダ
ー
（
馬
を
引
く
人
）
１
名
、
サ

イ
ド
ウ
ォ
ー
カ
ー
２
名
が
付
き
ま
す
。

そ
し
て
乗
り
手
一
人
ひ
と
り
に
そ
の
日

の
レ
ッ
ス
ン
の
目
標
が
設
定
さ
れ
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
全
員
で
共
有
し
ま
す
。
安

全
に
楽
し
く
レ
ッ
ス
ン
が
行
わ
れ
る
よ

う
、
馬
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
へ
の
レ
ク
チ
ャ
ー
、
乗
り
手
の

障
が
い
の
あ
る
人
の
た
め
の
乗
馬
〜
馬
と
の
ふ
れ
あ
い
が
可
能
性
を
広
げ
る
〜

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

Ｒ
Ｄ
Ａ
横
浜

馬上で輪通しを行う
ゆうとさん

佐々木さん（左）と野口さん（右）

「福祉タイムズ」は、赤い羽根共同募金の配分を受けて発行しています
【発行日】2022（令和４）年6月15日（毎月１回15日発行）　　【編集発行人】新井隆
【発行所】社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会　【印刷所】株式会社神奈川機関紙印刷所
〒221-0825　横浜市神奈川区反町3丁目17-2　☎045-534-3866　FAX 045-312-6302　Mail kikaku@knsyk.jp

RDA横浜
［活動場所］三ツ沢公園馬術練習場
［住所］横浜市神奈川区三ツ沢西町11－26
［問合せ先］info@rda-yokohama.jp

URL

Web

2022 3 1 6 30

 バックナンバーは HPから
検索 神奈川県社協

https://form.gle/74aewHkEfzQ9ybJQ8

ご意見・ご感想を
お待ちしています！→ 12


